


命
いのち

への感
かん

謝
しゃ

「いただきます」

　私
わたし

たちが食
た

べている肉
にく

や魚
さかな

、

米
こめ

、野
や

菜
さい

など一
ひと

つひとつに命
いのち

があ

り、私
わたし

たちはその命
いのち

をいただいて

います。私
わたし

たちの命
いのち

をつないでく

れる大
たい

切
せつ

な食
た

べ物
もの

に感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ち

を表
あらわ

すあいさつです。

人
ひと

への感
かん

謝
しゃ

「ごちそうさま」

　漢
かん

字
じ

で「御
ご

馳
ち

走
そう

様
さま

」と書
か

き、「馳
ち

走
そう

」

には「走
はし

り回
まわ

る」という意
い

味
み

がありま

す。昔
むかし

、大
たい

切
せつ

な人
ひと

をもてなすために遠
とお

くまで走
はし

り回
まわ

り、食
た

べ物
もの

を集
あつ

めてきて

くれた人
ひと

へ感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを表
あらわ

す言
こと

葉
ば

と

して生
う

まれました。

人ひ
と

に
ご
ち
そ
う
さ
ま

命
い
の
ち

に
い
た
だ
き
ま
す

　みなさんのもとに食
しょく

事
じ

が届
とど

くまでには、たくさんの人
ひと

がかかわり働
はたら

いています。

どのような人
ひと

がかかわっているのか、下
した

の絵
え

を見
み

てたしかめてみましょう。何
なに

気
げ

な

く食
しょく

事
じ

をしてしまいがちですが、これからは感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちをもって食
しょく

事
じ

ができると

いいですね。

感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちをもって

食
た

べましょう

食
た

べ物
もの

を育
そだ

てる人
ひと

こんだてを考
かんが

える人
ひと

料
りょう

理
り

を作
つく

る人
ひと

給
きゅう

食
しょく

当
とう

番
ばん

食
しょく

品
ひん

を運
はこ

ぶ人
ひと

調
ちょう

味
み

料
りょう

　米
こめ

や大
だい

豆
ず

を発
はっ

酵
こう

させて作
つく

るしょう

ゆやみそ、みりんなどは日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

的
てき

な調
ちょう

味
み

料
りょう

です。地
ち

域
いき

によって使
つか

う

しょうゆやみその種
しゅ

類
るい

がちがうのも

おもしろいですね。

11月
がつ

24日
か

は「和
わ

食
しょく

の日
ひ

」
　11月

がつ

24日
か

は「いいにほんしょく」と読
よ

んで、「和
わ

食
しょく

の日
ひ

」です。日
に

本
ほん

人
じん

が昔
むかし

から食
た

べてきた和
わ

食
しょく

の文
ぶん

化
か

を守
まも

ること、伝
つた

えていくことの大
たい

切
せつ

さを

考
かんが

える日
ひ

とされています。

「和
わ

食
しょく

」に欠
か

かせないもの

だしのうま味
み

　だしの「うま味
み

」は、和
わ

食
しょく

の味
あじ

の基
き

本
ほん

です。だしをとるためには、こんぶ

やかつお節
ぶし

、にぼしなどがよく使
つか

われ

ます。


